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ごみ処理施設整備・管理運営事業 
事業者選定に関する客観的評価結果の公表 

 
ごみ処理施設整備・管理運営事業を実施する民間事業者を選定したので、客観的な評価の結果

をここに公表する。 

 

平成30年７月31日 

 

知多南部広域環境組合 管理者  籾山 芳輝 

 

Ⅰ 事業の概要 

 

１ 事業名 

ごみ処理施設整備・管理運営事業 

 

２ 事業の内容 

（１）事業方式 

ＤＢＯ方式 

 

（２）事業期間 

・設計・建設期間：契約締結日の翌日から平成 34年３月まで 

・管理運営期間 ：平成 34 年４月から平成 54 年３月までの 20年間 

 

（３）施設の概要等 

ア 計画地に関する事項 
（ア）知多南部広域環境センター（以下「本施設」という。） 

表１ 本施設計画地の概要 
住 所 愛知県知多郡武豊町字一号地地内 

面 積 敷地全体面積：約 5.0ha 

区 域 区 分 知多都市計画区域・市街化区域 

用 途 地 域 工業専用地域 

容 積 率 200％ 

建 ぺ い 率 60％ 

そ の 他 特になし 
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（イ）中継施設 
表２ 中継施設計画地の概要 

住 所 
愛知県知多郡南知多町大字内海字樫木 77－１ 

知多南部クリーンセンター敷地内 

面 積 敷地全体面積：約 6.9ha 

区 域 区 分 知多都市計画区域・市街化調整区域 

用 途 地 域 指定なし 

容 積 率 200％ 

建 ぺ い 率 60％ 

そ の 他 特になし 

 
イ 本施設の概要 
（ア）熱回収施設 

①建設予定地 
愛知県知多郡武豊町字一号地地内 

②施設規模 

・ストーカ炉：141.5ｔ/24h×２炉（283ｔ/日） 

③受入廃棄物 

知多南部地域２市３町（半田市、常滑市、南知多町、美浜町及び武豊町）で発生し、

収集又は直接搬入される可燃ごみ、不燃ごみ及び粗大ごみ等の可燃残渣、し尿処理施

設からの脱水汚泥等 
 

（イ）熱回収施設に関するその他施設 
・管理・啓発棟 
・計量棟 
 

（ウ）熱回収施設に関する外構施設等 
・洗車場、駐車場、構内道路、植栽、門、囲障等その他 
 

（エ）不燃・粗大ごみ処理施設 
①建設予定地 

愛知県知多郡武豊町字一号地地内 

②施設規模 

14ｔ/５h（14ｔ/日） 

③受入廃棄物 

知多南部地域２市３町（半田市、常滑市、南知多町、美浜町及び武豊町）で発生し、

収集又は直接搬入される不燃ごみ及び粗大ごみ 
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（オ）不燃・粗大ごみ処理施設に関するその他施設 
・管理・啓発棟（熱回収施設と兼ねる） 
・計量棟（熱回収施設と兼ねる） 
・ストックヤード 
 

（カ）不燃・粗大ごみ処理施設に関する外構施設等 
・洗車場、駐車場、構内道路、植栽、門、囲障等その他（熱回収施設と兼ねる） 

 
（４）事業の対象となる業務範囲 

ア 事業者が行う業務 
（ア）本施設の設計に関する業務 

①本施設の設計 
②測量・地質等の組合が提示する調査結果以外に必要となる調査 
③組合の循環型社会形成推進交付金（以下「交付金」という。）申請支援及び交付金申請

に付随する申請支援 
④組合が行うその他許認可申請支援 
⑤その他これらを実施する上で必要な業務 
 

（イ）本施設の建設に関する業務 
①本施設の建設 
②建設工事に係る各種許認可申請等 
③組合の環境影響評価に関する支援 
④近隣対応（事業者が負担すべき範囲） 
⑤その他これらを実施する上で必要な業務 
 

（ウ）本施設の管理運営に関する業務 
①受付業務 
②運転管理業務 
③維持管理業務 
④情報管理業務 
⑤環境管理業務 
⑥物品・用役調達業務 
⑦運搬業務（中継施設から本施設までの廃棄物の運搬） 
⑧資源化業務（本施設からの鉄等の金属類） 
⑨武豊町屋内温水プール（仮称）への熱エネルギーの供給 
⑩啓発業務 
⑪見学者対応及び見学者（行政視察）対応支援、近隣対応等の関連業務 
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イ 組合が行う業務 
（ア）本施設の設計・建設に関する業務 

①近隣同意の取得・近隣対応（組合が負担すべき範囲） 
②本施設の環境影響評価調査 
③交付金申請及び交付金申請に付随する申請手続き 
④施設設置に係る届出・許可等 
⑤本施設の設計・建設工事監理 
⑥その他これらを実施する上で必要な業務 
 

（イ）本施設の管理運営に関する業務 
①近隣対応（組合が負担すべき範囲） 
②運営モニタリング 
③本施設の見学者対応（行政視察） 
④売電業務 
⑤熱回収施設からの焼却残渣等及び不燃・粗大ごみ処理施設からの不燃残渣等の運搬・

処分 
⑥その他これらを実施する上で必要な業務 
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Ⅱ 事業者選定の概要 

 

１ 事業者の選定方法 

事業者の募集および選定は、総合評価一般競争入札方式により行った。 

 

２ 事業者選定の経過 

表３ 事業者の募集・選定スケジュール 
平成 29 年 ５月 31日（水） 実施方針の公表 

平成 29 年 ６月 12日（月） 
～６月 15日（木） 

実施方針に対する質問・意見の受付 

平成 29 年 ７月 13日（木） 実施方針に対する質問・意見への回答の公表 

平成 29 年 ８月 25日（金） 特定事業の選定 

平成 29 年 ８月 28日（月） 入札公告（入札説明書等の公表） 

平成 29 年 ９月 13日（水） 
～９月 19日（火） 

入札説明書等に対する質問の受付（第１回） 

平成 29 年 10 月 13 日（金） 入札説明書等に対する質問への回答の公表（第１回） 

平成 29 年 11 月 １日（水） 
～11月 ２日（木） 

参加表明書、参加資格審査申請書類受付 

平成 29 年 11 月 20 日（月） 参加資格審査結果の通知 

平成 29 年 11 月 28 日（火） 
～12月 １日（金） 

入札説明書等に対する質問の受付（第２回） 

平成 29 年 12 月 25 日（月） 入札説明書等に対する質問への回答の公表（第２回） 

平成 30 年 １月 30日（火） 
～１月 31日（水） 

提案書の受付（入札） 

平成 30 年 ５月 １日（火） 提案書に関するヒアリングの実施 

平成 30 年 ５月 10日（木） 開札 

平成 30 年 ５月 25日（金） 落札者の決定及び公表 

 

３ 「ごみ処理施設整備・管理運営事業者選定審査委員会」の設置 

組合は、事業者選定にあたり、学識経験者及び組合構成市町の職員等で構成する「ごみ処

理施設整備・管理運営事業者選定審査委員会」（以下「審査委員会」という。）を設置した。 

審査委員会は、次の７名で構成した。 

 

委 員 長 奥野 信宏 （公財）名古屋まちづくり公社 名古屋都市センター長 

副委員長 荒井 喜久雄 （公社）全国都市清掃会議 技術指導部長 

委  員 浦邊 真郎 大阪工業大学廃棄物工学客員教授 
㈱エックス都市研究所特別技術顧問 

委  員 笠倉 忠夫 元（財）名古屋産業科学研究所 上席研究員 

委  員 堀嵜 敬雄 半田市副市長※１ 

委  員 北川 眞木夫 南知多町副町長 

委  員 永田 尚 武豊町副町長※２ 

※１：第２回審査委員会までは、藤本 哲史 

※２：第１回審査委員会までは、各務 正巳 
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４ 審査委員会の開催経過 

表４ 事業者選定に関する審査委員会の開催経過及び主な審議事項 
日付 主な審議事項 

平成29年３月９日（木） 

■第１回審査委員会 

・事業者選定の流れについて 

・実施方針について 

平成29年７月10日（月） 

■第２回審査委員会 

・落札者決定基準について 

・入札説明書について 

・要求水準書について 

平成29年８月20日（日） 

■第３回審査委員会 

・落札者決定基準について 

・プレゼン、ヒアリング方法について 

平成30年４月16日（月） 
■第４回審査委員会 

・提案内容に関する意見交換及びヒアリング事項の抽出 

平成30年５月１日（火） 
■第５回審査委員会 

・入札参加者によるプレゼンテーション及びヒアリング 

平成30年５月10日（木） 

■第６回審査委員会 

・提案内容に関する審議及び委員最終審査 

・最優秀提案の選定 

 

５ 審査の手順及び方法 

審査の方法については、次のとおりとした。 

 

（１）入札参加資格の確認審査 

組合は、参加表明時に提出される参加資格審査申請書等について、参加資格要件の具備を

確認し、参加資格審査結果を入札参加者に通知する。参加資格要件を満たしていない場合は

失格とする。 

 

（２）提案内容の審査 

ア 提案内容の基礎審査 

組合は、提案書類（提案書及び設計図書）に記載された内容が、落札者決定基準に示す

基礎審査項目をすべて満たしていることを確認する。基礎審査項目について１項目でも満

たさないことが確認された場合は失格とする。 
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表５ 基礎審査の項目 

審査対象 基礎審査項目 

共通事項 

・提案書全体について、同一事項に対する２通り以上の提案又は提

案事項間の齟齬、矛盾等がないこと。 

・提案書全体について、様式集に従った構成（項目の構成、枚数制

限等）となっていること。 

設計・建設業務提案書 
・当該提案に関する各様式に示す項目に対する提案の内容が要求水

準書等に反していないこと。 

管理運営業務提案書 
・当該提案に関する各様式に示す項目に対する提案の内容が要求水

準書等に反していないこと。 

事業計画提案書 

・当該提案に関する各様式に示す項目に対する提案の内容が要求水

準書等に反していないこと。 

・リスク分担に関し、特定事業契約を構成する各契約書（案）で示

したリスクの分担と齟齬がないこと。 

・管理運営委託料の事業期間を通じた合計金額が17,340,327,000円

以下（消費税及び地方消費税を含まない）であること。 

設計図書 ・設計図書の内容が要求水準書等に反していないこと。 

 

イ 提案内容の加点審査 

加点審査においては、設計・建設、管理運営、事業計画及び入札価格の各審査項目につ

いて提案内容を得点化し、得点の合計値を総合評価点とする。 

なお、加点審査における各審査項目の配点及び評価の視点については、組合が本事業に

期待する事項の必要性又は重要性を勘案して設定した。 

 

（ア）入札価格に関する事項以外（提案内容）の得点化方法 

審査委員会は、提案書に記載された内容について、要求水準書等に示す要件を超える

部分に対して、「加点審査の配点表」（表７）に基づき、その評価に応じた得点を付与す

る。 

得点の付与にあたっては、入札価格に関する事項以外の審査項目について、その中項

目毎に、「入札価格以外の得点化方法」（表６）に示す４段階評価に基づき各委員が個別

に評価を行い、その平均値を当該入札参加者の得点とする。得点は、小数点第三位以下

を四捨五入した値とする。 

 

表６ 入札価格以外の得点化方法 

評価 判断基準 得点化方法 

Ａ 特に優れている 配点×1.00 

Ｂ 優れている 配点×0.75 

Ｃ やや優れている 配点×0.50 

Ｄ 要求水準を満たしている程度 配点×0.25 
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表７ 加点審査の配点表 

審査項目（小項目別） 配点 

１．設計・建設業務に関する事項 22 点 

 （１）円滑な進捗を図る効率的･効果的な工事計画・体制 

４点 

  
ア 事業用地における条件（土壌汚染を含む）を踏まえた、工程の遵守対策

について、優れた提案がなされているか。 

 

 イ 工事期間における安全の確保について、優れた提案がなされているか。 

 
ウ 建設事業者の施工管理体制及び組合の実施する施工監理に対する協力

体制・内容について、優れた提案がなされているか。 

 
エ その他、円滑な進捗を図る効率的･効果的な工事計画・体制について、優

れた提案がなされているか。 

（２）安全で安心な施設 

４点 

  
ア 処理対象物（脱水汚泥及び災害廃棄物等を含む）の性状を踏まえたごみ

量・ごみ質の変動に対する安定稼働対策について、設備の性能や施設設
計面等で優れた提案がなされているか。 

  
イ 敷地周辺の条件を踏まえた供用開始時における進入道路及び配置・動線

計画の安全性・利便性について、優れた提案がなされているか。 

  
ウ 不適物の混入による事故やトラブルを防止する機能やシステムについ

て、優れた提案がなされているか。 

  
エ 故障やトラブル時の対応性に優れた機器構成や材質・機器選定につい

て、優れた提案がなされているか。 

 
 

オ その他、安全で安心な施設について、設備の性能や施設設計面等で優れ
た提案がなされているか。 

（３）環境に配慮した施設 

２点 

  
ア 処理対象物（脱水汚泥及び災害廃棄物等を含む）の性状を踏まえた排ガ

ス基準の遵守対策について、設備の性能や施設設計面等で優れた提案が
なされているか。 

  
イ 悪臭基準の遵守対策について、設備の性能や施設設計面等で優れた提案

がなされているか。 

  
ウ 周辺環境との調和に配慮した意匠計画について、優れた提案がなされて

いるか。 

 
 

エ その他、環境に配慮した施設について、設備の性能や施設設計面等で優
れた提案がなされているか。 

（４）循環型社会及び低炭素社会形成の拠点となる施設 

５点 

  
ア 発電効率、年間売電量の増加及び環境負荷低減対策（CO2排出量の削減）

について、設備の性能や施設設計面等で優れた提案がなされているか。 

  
イ 再生可能エネルギーによる発電量の増加について、優れた提案がなされ

ているか。 

  

ウ 処理に伴い発生する資源物の増加・高品質化について、設備の性能や施
設設計面等で優れた提案がなされているか。 

エ 最終処分量の低減対策について、設備の性能や施設設計面等で優れた提
案がなされているか。 

 
 

オ その他、循環型社会及び低炭素社会形成の拠点となる施設について、設
備の性能や施設設計面等で優れた提案がなされているか。 

（５）長寿命化に資する施設 
５点 

  
ア 管理運営に配慮した機器配置、材質及び機器の選定について、優れた提

案がなされているか。 



 9

審査項目（小項目別） 配点 

  
イ 施設の長寿命化を考慮した材質及び機器の選定について、使用環境を踏

まえ、優れた提案がなされているか。 

 

 
ウ その他、長寿命化に資する施設について、設備の性能や施設設計面等で

優れた提案がなされているか。 

（６）住民に開かれた施設 

２点 
 

ア 環境啓発設備、施設見学者の見学場所、見学ルート、見学者窓の配置等
において、優れた提案がなされているか。 

イ 施設の稼働、ごみ処理の状況及びごみの減量状況などに関する情報発信
について、設備の性能や施設設計面等で優れた提案がなされているか。 

ウ その他、住民に開かれた施設について、設備の性能や施設設計面等で優
れた提案がなされているか。 

２．管理運営業務に関する事項 18 点 

 （１）安全で安心な管理運営 

４点 

  
ア 処理対象物（脱水汚泥及び災害廃棄物等を含む）の性状を踏まえたごみ

量・ごみ質の変動に対する安定稼働対策について、管理運営面で優れた
提案がなされているか。 

  
イ 年末年始等の混雑時における安全対策について、優れた提案がなされて

いるか。 

  
ウ ごみ搬入等の受入体制、受付対応、搬入禁止物の搬入管理、事業系廃棄

物等の搬入チェック体制について、優れた提案がなされているか。 

  
エ 事故を低減するための教育・訓練方法について、優れた提案がなされて

いるか。 

  
オ 災害発生時及び事故発生時の利用者、作業員等の安全確保方策及び BCP

計画について、優れた提案がなされているか。 

  カ その他、安全で安心な管理運営について、優れた提案がなされているか。 

 （２）環境に配慮した管理運営 

２点 

  
ア 処理対象物（脱水汚泥及び災害廃棄物等を含む）の性状を踏まえた排ガ

ス基準の遵守対策について、管理運営面で優れた提案がなされている
か。 

  
イ 悪臭基準の遵守対策について、管理運営面で優れた提案がなされている

か。 

  
ウ その他、環境に配慮した管理運営について、優れた提案がなされている

か。 

 （３）循環型社会及び低炭素社会形成に資する管理運営 

５点 

  
ア 年間売電量の増加及び環境負荷低減対策（CO2排出量の削減）について、

管理運営面で優れた提案がなされているか。 

  
イ 再生可能エネルギーの有効活用について、優れた提案がなされている

か。 

  
ウ 処理に伴い発生する資源物の増加・高品質化について、管理運営面で優

れた提案がなされているか。 

  
エ 資源物の搬出先の選定について、優れた提案がなされているか。 

オ 最終処分量の低減対策について、管理運営面で優れた提案がなされてい
るか。 

 
 

カ その他、循環型社会及び低炭素社会形成に資する管理運営について、優
れた提案がなされているか。 

（４）長寿命化に資する管理運営 
５点 

  
ア 事業期間完了後の維持管理にかかる負担の軽減について、優れた提案が

なされているか。 
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審査項目（小項目別） 配点 

  
イ 事業期間完了後の円滑な引継ぎについて、優れた提案がなされている

か。 

 

 
ウ その他、長寿命化に資する管理運営について、優れた提案がなされてい

るか。 

（５）住民に開かれた管理運営 

２点 

 
ア 社会の変化に即応した施設見学者への説明内容、引率等を可能とする方

策について、優れた提案がなされているか。 

 
イ 施設の稼働、ごみ処理の状況及びごみの減量状況などに関する情報発信

について、管理運営面で優れた提案がなされているか。 

 
ウ その他、住民に開かれた管理運営について、優れた提案がなされている

か。 

３．事業計画に関する事項 20 点 

 （１）事業実施体制、長期収支計画の安定性 

４点 

  

ア 長期的、安定的な管理運営のための事業実施体制（本事業における代表

企業及び各構成企業の役割や、代表企業による適切なマネジメント体

制、事業者によるセルフモニタリングの内容や、組合の実施するモニタ

リングに対する協力体制など）について、優れた提案がなされているか。 

  
イ ＳＰＣの長期収支計画の安定化方策について、優れた提案がなされてい

るか。 

  ウ ＳＰＣの経営悪化時の対応策について、優れた提案がなされているか。 

  エ その他、長期収支計画の安定性について、優れた提案がなされているか。 

 （２）リスク管理 

４点 

  
ア リスク管理の基本的な考え方（管理方針及び体制）について、優れた提

案がなされているか。 

  
イ 本事業に伴うリスクの認識と対応策（リスクの内容、負担者、保険活用

等）について、優れた提案がなされているか。 

 
 ウ その他、リスク管理方針について、優れた提案がなされているか。 

（３）地域経済への貢献 

12 点 

  

ア 本事業について、設計・建設、管理運営の各段階（地元で産出、生産又

は製造等される資材等（地元で産出、生産、製造されない場合は、地元

業者が販売する資材等）の調達含む）における地元企業（半田市、常滑

市、南知多町、美浜町及び武豊町内のいずれかに本店、支店又は営業所

を有する企業・団体）の活用方針（発注分野、発注予定額など）につい

て、優れた提案がなされているか。 

  

イ 本事業における地元人材（半田市、常滑市、南知多町、美浜町及び武豊

町内のいずれかに在住している者）の活用方針（雇用人数、雇用条件な

ど）について、優れた提案がなされているか。 

  ウ その他、地域経済への貢献について、優れた提案がなされているか。 

１～３の計（入札価格以外の審査項目） 60 点 

４．入札価格に関する事項 40 点 

合計（全ての加点審査項目） 100 点 
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（イ）価格要素の得点化方法 

入札価格については、次の方法により得点を付与する。 

① 入札参加者の中で、最小の入札価格となった提案に対し、価格に関する配点の満点

を付与する。 

②他の入札参加者の提案については、最低入札価格との比率により算出する。得点は小

数点第三位以下を四捨五入した値とする。 

 

（算定式） 

入札価格得点 ＝           × 40点 

 

  

最低入札価格 
入札価格 
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６ 審査結果 

（１）参加資格審査 

組合は、平成 29年８月 28 日に入札公告を行い、平成 29年 11 月１日から 11月２日の間に

参加表明書及び参加資格審査申請書類を受け付けたところ、表８に示す３グループから入札

参加の申請があった。 

参加資格審査において、入札参加資格を有することを確認し、平成 29年 11 月 20 日に代表

企業に対し参加資格審査結果を書面にて通知した。 

当該入札参加者には、提案書作成にあたって、表８に示す提案書番号を用いるよう通知し

た。したがって、審査委員会は具体的な企業名を知ることなく加点審査を行った。 

 

表８ 入札参加者一覧表 
提案書番号 カキツバタグループ ハナノキグループ コノハズクグループ 

グループ名 川崎重工業グループ 
ＪＦＥエンジニアリング

グループ 

荏原環境プラント株式会

社 中部支店グループ 

代表企業 
川崎重工業株式会社 中部

支社 

ＪＦＥエンジニアリング

株式会社 名古屋支店 

荏原環境プラント株式会

社 中部支店 

構成員 

（代表企業

を除く） 

徳倉建設株式会社 半田営

業所 

株式会社七番組 

株式会社大進 

川重環境エンジニアリン

グ株式会社 

ＪＦＥ環境サービス株式

会社 

メタウォーター株式会社

（※） 

－ 

協力企業 
株式会社知多環境保全セ

ンター 
株式会社エイゼン 

三井住友建設株式会社 中

部支店 

八洲建設株式会社 

有限会社大井毎日 

 

（※）平成 30 年１月 24 日（水）に、ハナノキグループ代表企業より、構成員１企業（メ

タウォーター株式会社）の脱退に伴う構成企業の変更について届出があった。 

組合において、当該構成員脱退後もグループとしての入札参加資格を維持していること、

また、脱退理由を確認し、やむを得ない事情として構成企業の変更を認めた。 

 

（２）基礎審査 

組合は、平成 30年１月 30日から１月 31日の間に３グループから提出された提案書について

基礎審査を行い、３グループとも基礎審査の項目を満たしていることを確認した。 
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（３）加点審査 

ア 入札価格に関する事項以外（提案内容）の加点審査 

審査委員会は、平成 30 年５月 10 日に３グループの提案書について、落札者決定基準に

基づき入札価格に関する事項以外の審査項目について加点審査を行った。審査結果は、「提

案内容の加点審査結果」（表９）に示すとおりであり、３グループの提案について審査委員

会が評価した事項を別紙１に示す。 

 

表９ 入札価格に関する事項以外（提案内容）加点審査結果一覧表 

審査項目 
配

点 

カキツバタ 
グループ 

ハナノキ 
グループ 

コノハズク 
グループ 

１．設計・建設業務に関する事項 22 17.82 点 18.03 点 16.39 点 

 (1) 
円滑な進捗を図る効率的・効果
的な工事計画・体制 

４ 3.43 点 3.43 点 3.00 点 

(2) 安全で安心な施設 ４ 3.14 点 3.14 点 2.71 点 

(3) 環境に配慮した施設 ２ 1.64 点 1.43 点 1.50 点 

(4) 
循環型社会及び低炭素社会形成
の拠点となる施設 

５ 4.11 点 4.64 点 4.11 点 

(5) 長寿命化に資する施設 ５ 3.93 点 3.75 点 3.57 点 

(6) 住民に開かれた施設 ２ 1.57 点 1.64 点 1.50 点 

２．管理運営業務に関する事項 18 13.68 点 14.25 点 13.68 点 

 (1) 安全で安心な管理運営 ４ 3.00 点 3.14 点 3.00 点 

(2) 環境に配慮した管理運営 ２ 1.57 点 1.43 点 1.43 点 

(3) 
循環型社会及び低炭素社会形成
に資する管理運営 

５ 3.75 点 3.75 点 3.93 点 

(4) 長寿命化に資する管理運営 ５ 3.93 点 4.29 点 3.75 点 

(5) 住民に開かれた管理運営 ２ 1.43 点 1.64 点 1.57 点 

３．事業計画に関する事項 20 16.01 点 17.14 点 15.43 点 

 
(1) 

事業実施体制、長期収支計画の

安定性 
４ 3.29 点 2.86 点 3.14 点 

(2) リスク管理 ４ 3.29 点 3.14 点 2.86 点 

(3) 地域経済への貢献 12 9.43 点 11.14 点 9.43 点 

提案内容の加点審査点 60 47.51 点 49.42 点 45.50 点 
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イ 入札価格の加点審査 

組合は、平成 30 年５月 10 日の審査委員会と同日に、審査委員会による入札価格に関す

る事項以外の審査が終了した後、別室で３グループ立ち会いのもと入札書の開札を行った。 

開札の結果、３グループとも予定価格の範囲内であることを確認し、その結果を審査委

員会へ報告した。３グループの入札価格及び価格点は表 10のとおりであった。 

 

表 10 入札価格及び入札価格点 

 カキツバタグループ ハナノキグループ コノハズクループ 

入札価格 

（消費税及び地方消

費税を含まない） 

27,345,700,000円 30,552,000,000円 35,462,700,000円 

入札価格点 40.00点 35.80点 30.84点 

※予定価格は 40,196,269,000 円（消費税及び地方消費税を含まない） 

 

（４）最優秀提案の選定 

審査委員会は、加点審査における各項目に対する得点の合計値を総合評価点とし、カキツ

バタグループを最優秀提案に選定した（表11）。 

本選定結果を基に、審査委員会から組合へ答申書が提出された。 

 

表 11 総合評価点 

審査項目 配点 カキツバタ 
グループ 

ハナノキ 

グループ 
コノハズク 
グループ 

加点審査点 60 点 47.51 点 49.42 点 45.50 点 

入札価格点 40 点 40.00 点 35.80 点 30.84 点 

合計 100 点 87.51 点 85.22 点 76.34 点 
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７ 落札者の決定 

組合は、審査委員会が選定した結果を踏まえ、平成30年５月25日に川崎重工業グループを落

札者として決定・公表した（表12）。 

 

表12 落札者 

川崎重工業グループ 

代表企業 構成員 川崎重工業株式会社 中部支社 

設計・建設企業 

（熱回収施設プラント担当） 
構成員 川崎重工業株式会社 中部支社 

設計・建設企業 

（不燃・粗大ごみ処理施設プラ

ント担当） 

構成員 川崎重工業株式会社 中部支社 

設計企業（建屋担当） 構成員 川崎重工業株式会社 中部支社 

建設企業（建屋担当） 構成員 徳倉建設株式会社 半田営業所 

建設企業（建屋担当） 構成員 株式会社七番組 

建設企業（建屋担当） 構成員 株式会社大進 

管理運営企業 

（運転管理業務担当） 
構成員 川重環境エンジニアリング株式会社 

管理運営企業 

（維持管理業務担当） 
構成員 川崎重工業株式会社 中部支社 

中継廃棄物運搬企業 協力企業 株式会社知多環境保全センター 

 

８ 審査講評 

別紙２に審査委員会の審査講評を示す。 

 

９ 落札者の事業計画に基づく財政支出の削減効果 

落札者の落札価格に基づき、本事業をＤＢＯ事業として実施する場合の組合の財政支出と、

組合が直接事業を実施する場合の財政支出の比較を行った結果、現在価値換算で56.84％の削減

が見込まれるとともに、落札者の提案により、事業期間を通じて良質な公共サービスを提供す

ることが期待できる。 

 

 



 

別紙 1-1 

 別紙 １  

審査委員会が評価した事項 

審査項目 評価 

１．設計・建設業務に関する事項 

 

(1)円滑な進捗を図る効率的・効果

的な工事計画・体制 

 各グループとも、土壌汚染による工程遅延への対

策や施工監理への協力体制に関する優れた提案

があった点を評価した。 

 特に、カキツバタグループ、ハナノキグループは、

汚染土壌の処分や掘削土量の削減に関する効果

的な提案があった点を高く評価した。 

(2)安全で安心な施設 

 各グループとも、要求水準書に示すごみ質範囲を

上回る範囲での安定稼働、不適物の混入防止及び

災害時の対応に関する優れた提案があった点を

評価した。 

 特に、カキツバタグループは、災害時の安定稼働

を担保する具体的な提案があった点、ハナノキグ

ループは、場内の混雑緩和に関する効果的な提案

があった点を高く評価した。 

(3)環境に配慮した施設 

 各グループとも、排ガス基準や悪臭基準の遵守対

策に関する優れた提案があった点を評価した。 

 特に、カキツバタグループは、地域特性を考慮し

た具体的な悪臭対策の提案があった点を高く評

価した。 

(4)循環型社会及び低炭素社会形成

の拠点となる施設 

 各グループとも、所定の発電効率及び資源物の回

収率を上回る提案があった点を評価した。 

 特に、ハナノキグループは、売電電力量の増加や

二酸化炭素排出量の削減に関する優れた提案が

あった点を高く評価した。 

(5)長寿命化に資する施設 

 各グループとも、管理運営や長寿命化を考慮した

材質及び機器の選定に関する優れた提案があっ

た点を評価した。 

 特に、カキツバタグループは、主要設備の長期継

続使用に関して優れた提案があった点を高く評

価した。 

(6) 住民に開かれた施設 

 各グループとも、見学者や周辺住民に対して柔軟

な対応を可能とする環境啓発設備に関する優れ

た提案があった点を評価した。 

 特に、ハナノキグループは、先進的な技術提案や

見学者動線への配慮について優れた提案があっ

た点を高く評価した。 

 



 

別紙 1-2 

審査項目 評価 

２．管理運営業務に関する事項 

 

(1) 安全で安心な管理運営 

 各グループとも、繁忙期における安全対策、搬入

チェック体制、災害時の安全確保、教育の継続性

に関する優れた提案があった点を評価した。 

 特に、ハナノキグループは、安定稼働を考慮した

運転計画と教育・訓練方法に関する具体的な提案

があった点を高く評価した。 

(2) 環境に配慮した管理運営 

 各グループとも、悪臭基準の遵守対策について、

所定を上回る測定頻度の提案があった点を評価

した。 

 特に、カキツバタグループは、排ガス基準の遵守

対策について、優れたモニタリング体制の提案が

あった点を高く評価した。 

(3)循環型社会及び低炭素社会形成

に資する管理運営 

 各グループとも、資源物の増加・高品質化や資源

物の引取りに関する具体的な提案があった点を

評価した。 

 特に、コノハズクグループは、資源物の搬出先の

選定及び最終処分量の低減優れた提案があった

点を高く評価した。 

(4)長寿命化に資する管理運営 

 各グループとも、事業期間完了後の維持管理に係

る負担の軽減や円滑な引継ぎに係る技術支援に

関する具体的な提案があった点を評価した。 

 特に、ハナノキグループは、長期的な使用を見据

えた技術支援に関して優れた提案があった点を

高く評価した。 

(5)住民に開かれた管理運営 

 各グループとも、社会の変化に即応した見学者対

応や多面的な情報発信に関する有効な提案があ

った点を評価した。 

 特に、ハナノキグループは、地元の各種団体との

連携に関する優れた提案があった点を高く評価

した。 

３．事業計画に関する事項 

 

(1)事業実施体制、長期収支計画の

安定性 

 各グループとも、多面的なモニタリング体制の構

築やＳＰＣの長期収支計画の安定化に関する優

れた提案があった点を評価した。 

 特に、カキツバタグループ、コノハズクグループ

は、ＳＰＣの経営悪化時の対応における優れた提

案が、また、カキツバタグループは、十分な資本

金額の設定に関する優れた提案があった点を高

く評価した。 

(2)リスク管理 

 各グループとも、効果的なリスク管理方針や保険

付保に関する優れた提案があった点を評価した。 

 特に、カキツバタグループは、不測の事態が生じ

た場合の体制構築に関する効果的な提案があっ

た点を高く評価した。 
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審査項目 評価 

 

(3)地域経済への貢献 

 各グループとも、地元企業の活用や地元雇用の拡

大を図る優れた提案があった点を評価した。 

 特に、ハナノキグループについては、地元人材の

活用に関する意欲的な提案があった点を高く評

価した。 
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別 紙 ２  

ごみ処理施設整備・管理運営事業 

審査講評 

 

本事業は、「愛知県ごみ焼却処理広域化計画」を受けて策定した、知多南部地域ごみ処理広

域化計画に基づき、知多南部地域２市３町が共同してごみ処理施設の整備を行うものです。ま

た、施設の整備と管理運営を一体的な事業として民間ノウハウを活用することで、ＤＢＯ方式

による効率的・効果的な事業実施を期待するものです。 

３グループからの提案は、いずれも独自の技術やノウハウが随所に組み込まれており、審査

委員会の期待に十分応えるものでした。 

ごみ処理施設整備・管理運営事業者選定審査委員会では、あらかじめ公表した落札者決定基

準に則り、厳正かつ公正に審査を行い、川崎重工業グループを最優秀提案として選定しまし

た。 

今後、川崎重工業グループにおかれましては、組合が示す施設整備基本方針等に基づき、誠

意を持って提案内容を履行されるものと期待しますが、本事業をより良いものとするため、以

下の事項に十分配慮した上で実施するよう要望します。 

 

 官民の対等なパートナーシップ精神に基づき、組合と揺るぎない信頼関係を構築の上、

事業の適正な実施に努めること。 

 事業実施にあたっては、地元住民との良好な関係の構築と維持に努めること。 

 土壌汚染対策を含め建設工事中の工程上の課題に対し万全の対応を行い、平成 34年 4月

からの供用開始を遵守すること。 

 発電及び消費電力に関する提案を遵守し、売電電力量のより一層の増加に努めること。 

 ごみ搬入車両の安全性・利便性については、提案内容の確実な履行を行うとともに、よ

り一層の向上に努めること。 

 地元企業の活用及び地元人材の活用について、提案内容の確実な履行を行うとともに、

より一層の活用に努めること。 

 

最後に、提案書の作成には相当の労力を要したと推察されます。このような優れた提案をま

とめられた各入札参加者に対して、深く敬意と謝意を申し上げます。 

 

 

平成30年７月31日 

ごみ処理施設整備・管理運営事業者選定審査委員会 委員長  奥野 信宏 


